
（１）　医療的ケア児等コーディネーター養成研修の受講有無に関わらず、医療的ケア児等コーディネーターとしての役割を担っている人数等　　　　　　　令和4年4月現在

研修受講あり
（予定を含む）

研修受講なし

平成30年度 4 4 0

令和元年度 2 2 0

令和元年度 3 3 0三河青い鳥医療療育センター 三河青い鳥医療療育センター
相談支援専門員
その他

・協議の場、個別支援会議への参加

・圏域内の支援体制整備の助言

・相談支援専門員より医療的ケア
児・重心児支援の相談、助言

・重症児デイサービス事業所交流会
の実施

・相談支援専門員へ障害児の支援に
ついて勉強会の実施

・自立支援協議会の協議の場や市町村個別支援会議に出席し、ケース検討・助言
等を行った。

・市子育て支援課より、保育所受入ガイドライン作成協力依頼があり、作成相
談・助言と市の連携・協議の場の設置について助言を行なった。

・圏域内相談支援専門員より、医療ケアが増えたことで登校困難となった児の相
談を受け助言を行なった。

・事業所での療育や職員教育について相談を受け、圏域の重心・医療的ケア児を
受入している重症児デイサービスの交流会（オンライン）を行い、事業所の体制
や事業所間の連携等の意見交換・提案等を行った。

・西区自立支援協議会相談支援部会にて、障害児支援、医療的ケア児支援につい
て勉強会を実施した。
・外来患者で人工呼吸器・独歩可の児の入園相談を受け、居住市の子育て支援
課、保健センターと連携した。

・医療的ケア児支援法が施行され、令和4年度から医療的ケア児の保
育園受入予定となった市より、ガイドライン作成の協力依頼を受け
た。医療機関や訪問看護との連携、医療的ケア児等コーディネー
ターの役割について助言。また、子育て支援課のみで作成するので
はなく、学校教育課、福祉課とともに市として保育・学校で統一し
たガイドライン・対応等の検討について助言。福祉課が中心とな
り、検討の場を設置した。令和3年度内にガイドラインを作成でき、
令和4年度からガイドラインに基づいた入園ができた。と報告を受け
た。

・各市町村内での医療的ケア児等コーディネーターの役割が明確に
できない所が多い。コーディネーターも役割を担うことに自信が持
てない方も多いことが課題と感じる。

・重症児デイサービスから、療育や人材育成等について相談を受け
る中で、事業所間の交流・連携が必要と感じ、事業所交流会を実施
した。実践報告や事業所の課題の共有、連携について意見交換を行
うことができた。今後も継続して交流会を行っていきたいと事業所
側から希望があり、令和4年度も継続する予定。

・西区は、障害児相談支援のセルフ率が高いため、障害児の支援に
ついて勉強会を実施。勉強会後、複数の事業所で障害児の計画相談
の受入につながった。医療との連携は、依然としてハードルが高い
との意見あり。

・医療的ケア児の入園相談について、母親が精神的に不安定で家族
関係不良もあり、家族の相談と子育て支援課と情報共有しながら対
応した。令和4年4月に入園につながった。

・コロナの影響やその他事情により、施設（病院）の受け入れの
キャパが制限されているので、受け入れ調整に苦慮した。

・コロナ病棟の立ち上げや関連事業への協力などで、ショート・レ
スパイト入院を直前で断ることが何度かあり、その調整に苦慮し
た。

・知的障害や身体障害が軽い医療的ケア児者の受け入れは難しい。

県機関名

医療療育総合センター

青い鳥医療療育センター

配置初年度

青い鳥医療療育センター

・医療的ケア児の退院時カンファレンスや個別支援会議に参加し、必要な情報提
供や業者などとの調整を行った。

・春日井市の協議の場に参加した。

・重症心身障害児者や医療的ケア児者の相談に応じながら、レスパイト入院や
ショートステイの調整を行った。

職種

相談支援専門員
看護師　等

相談支援専門員
保育士

現人数
（ 内訳　人数 ）

設置機関
（コーディネーターの所属）

医療療育総合センター　地域支援課

青い鳥医療療育センター

２　医療的ケア児等コーディネーターの配置状況等

（２）　医療的ケア児等コーディネーターの活動状況

県機関名
活動内容

活動上の成果や課題
概要 詳細

令和4年4月現在

医療療育総合センター

・医療的ケア児者の退院時カンファ
レンスや個別支援会議への参加

・協議の場への参加
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３　令和３年度医療的ケア児等アドバイザー事業の活動実績

東三河医療的ケア児等コーディネーターミーティング

活動上の成果や課題県機関名
活動内容

概要 詳細

医療的ケア児支援法に関する講義
　・施行の背景
　・法律の内容
　・田原市の実践
　・地域づくりについて
シンポジウム（各市の取り組み状況や課題に対する助言）

・圏域各市の医療的ケア児等コーディネーター及び行政に対し方の理
解促進
・圏域各市の取り組み状況に関する意見交換

〔日時〕
令和４年３月３日（木）
　午後２時から午後４時まで
〔場所〕
弥富市役所３階　大会議室

地域アドバイザー、各市町村担当者、各社会福
祉協議会担当者、海部南部権利擁護センター、
海部障害者就業・生活支援センター、佐織特別
支援学校ほか

〔日時〕
令和４年３月１２日（土）
　午後１時から午後４時１５分まで
〔場所〕
一宮市生涯学習センター６階　大ホール

７８人
（医療、保健、教育、福祉関係者他）

〔日時〕
令和４年３月２９日（火）
　午後２時から午後４時３０分まで
〔場所〕
豊橋市保健所・保健センター「ほいっぷ」講堂

３８人
（医療、保健、教育、福祉関係者他）

活動概要 日時等

シンポジウム「医療的ケア児者が安心して暮らす地域
づくりを考える」

参加者

西三河南部西圏域
第１回医療的ケア児等コーディネーター・関係者連絡
会議

海部障害保健福祉圏域会議

活動内容

医療的ケア児等アドバイザーについて
医療的ケア児等コーディネーターの役割について

講話
「医療的ケア児等コーディネーターとは」
グループワーク
「医ケア支援の現状と今後医コデに求められる役割について＿報告・
取組・アイデアの共有」

〔日時〕
令和４年２月１０日（木）
　午前９時３０分から午前11時４５分まで
〔場所〕
オンライン形式

３５人
（医療的ケア児等コーディネーター、基幹相談
支援センター、行政職員（保健師含む）等）

三河青い鳥医療療育センター

・市町（岡崎市、安城市、幸田町）
の協議の場（医療的ケア児関わる専
門部会）への参加

・西三河南部東圏域の医療的ケア児
等コーディネーターの活動状況把
握、情報提供

・第1回医療的ケア児等コーディ
ネーター・関係連絡会（西三河南部
西圏域）への参加

・市町の協議の場に参加し、医療的ケア児に関わる課題確認、情報共有を行っ
た。

・岡崎市、幸田町、西尾市の医療的ケア児等コーディネーターの活動状況を共有
した。
・医療的ケア児等コーディネーターから医療的ケア児の保育園での受け入れ状況
を知りたいと依頼を受け、西三河南部東、西三河北部、東三河圏域の状況につい
て情報提供をした。

・西三河南部西圏域地域アドバイザー大南さん主催の医療的ケア児等コーディ
ネーター・関係者連絡会に参加し、各市町の好事例等について共有した。

・協議の場に出席することにより、市町の課題、状況を共有するこ
とができた。コロナ禍にあり、ZOOM開催や書面開催となり、議論が
あまり進まなかった。

・医療的ケア児を地域の保育園等で受け入れられるよう、体制づく
りに動いている市町の状況について共有した。モデルとなりそうな
市町の情報提供を行った。
・行政のコーディネーターは異動により、役割を継続できていない
場合が多い。

・西三河南部西圏域の市町の状況、課題について共有することがで
きた。自立支援協議会やその他の連絡会の運営状況等他市町にも参
考になることが多くあった。
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